


議
会
新
体
制

可
決
議
案
の
内
容
等

討
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・
陳
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書
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・
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委
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会

　

11
月
５
日
に
、
令
和
３
年
第
２
回
愛
川
町
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
正
副
議
長
を
は
じ
め
、
議
会
選
出
監
査
委
員
、
議
会
運
営

委
員
会
委
員
、
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
委
員
及
び
各
常
任
委
員
会
委
員
の
選

任
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

木下眞樹子 副議長

鈴木　信一 
２期目

日本共産党
愛川町議員団

馬場　　司
５期目

令和あいかわ 

玉利　　優
２期目

あいかわの聲

井出　一己
４期目

公明党  

茅　　孝之
１期目

令和あいかわ

小林　敬子
５期目

日本共産党
愛川町議員団

岸上　敦子
２期目

公明党

熊坂　崇徳
３期目

あいかわの聲

渡辺　基 議長

第
２
回

臨
時
会

議
長
に
渡
辺
　
基
氏

副
議
長
に
木
下
眞
樹
子
氏

※議席番号順

正副議長、議会運営委員会、　各常任委員会など

議会役職 人事決定

◎委員長　○副委員長　（敬称略）

総務建設常任委員会
（委員定数  ８人）

議会運営委員会
（委員定数  ８人以内）

◎ 鈴　木　信　一 ○ 井　出　一　己 ◎ 熊　坂　崇　徳 ○ 小　林　敬　子

茅　　　孝　之 熊　坂　崇　徳 岸　上　敦　子 井　出　一　己

小　林　敬　子 馬　場　　　司 鈴　木　信　一 茅　　　孝　之

小　島　総一郎 渡　辺　　　基 阿　部　隆　之 山　中　正　樹

令和3年12月15日

-　  - -　  -2



議
会
新
体
制

可
決
議
案
の
内
容
等

討

論

決
算
・
陳
情
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

会
派
代
表
総
括
質
疑
・
常
任
委
員
会

め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
賛

成
全
員
で
同
意
し
ま
し
た
。

そ
の
他
人
事
関
係
　

　
◎
厚
木
愛
甲
環
境
施
設
組

合
議
会
議
員
の
選
挙

　

申
し
合
わ
せ
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
厚
木
愛
甲
環
境
施

設
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
渡
辺
基
議
長
、
鈴

木
信
一
議
員
、
阿
部
隆
之
議

員
、
山
中
正
樹
議
員
の
４
人

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員

　

監
査
委
員
は
、
識
見
を
有

す
る
者
と
議
会
議
員
で
構
成

し
て
お
り
、
議
会
選
出
の
監

査
委
員
に
佐
藤
り
え
議
員
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
を
求

 佐藤　　茂
４期目

無所属

佐藤　りえ 監査委員

井上　博明
10 期目

日本共産党
愛川町議員団

木下眞樹子
３期目

あすかみらい

渡辺    基
４期目

あいかわの聲

阿部　隆之
２期目

令和あいかわ  

小島総一郎
７期目

あすかみらい

佐藤　りえ
３期目

公明党 

山中　正樹
5 期目

あすかみらい

正副議長、議会運営委員会、　各常任委員会など

議会役職 人事決定

令和３年11月９日時点

会  派  構  成（◎は代表者）

公明党
◎井　出　一　己 佐　藤　り　え
　岸　上　敦　子

日本共産党
愛川町議員団

◎鈴　木　信　一 小　林　敬　子
　井　上　博　明

あいかわの聲
こえ ◎熊　坂　崇　徳 渡　辺　　　基

　玉　利　　　優

令和あいかわ
◎阿　部　隆　之 馬　場　　　司
　茅　　　孝　之

あすかみらい
◎山　中　正　樹 小　島　総一郎
　木　下　眞樹子

無所属 　佐　藤　　　茂

議会改革推進特別委員会
（委員定数  ８人）

◎井　出　一　己 ○茅   　　孝　之

鈴　木　信　一 佐　藤　り　え

阿　部　隆　之 熊　坂　崇　徳

小　島　総一郎 井　上　博　明

教育民生常任委員会
（委員定数  ８人）

◎阿　部　隆　之 ○佐　藤　　　茂

岸　上　敦　子 玉　利　　　優

佐　藤　り　え 木　下　眞樹子

山　中　正　樹 井　上　博　明

広報広聴常任委員会
（委員定数  10 人）

◎岸　上　敦　子 ○茅　　　孝　之

玉　利　　　優 阿　部　隆　之

熊　坂　崇　徳 小　林　敬　子

井　出　一　己 山　中　正　樹

小　島　総一郎 井　上　博　明
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-　  -3



月 日 曜 会議名 主な内容

8 31 火 本会議

陳情２件の所管常任委員会への付託
教育委員会教育長任命の採決
教育委員会委員任命の採決
人権擁護委員候補者推薦に係る意見の採決
専決処分の承認
町長提出議案の採決
町長提出議案の説明
議会改革推進特別委員会中間報告

9

2 木 本会議 一般質問（５人）
3 金 本会議 一般質問（４人）

8 水 本会議 補正予算議案、事件議案
の総括質疑・討論・採決

9 木 本会議
条例議案及び令和２年度決算
議案の会派代表総括質疑
委員会分割付託の決定

14 火 総 務 建 設 
常任委員会 付託案件の審査

15 水 教 育 民 生 
常任委員会 付託案件の審査

16 木 総 務 建 設 
常任委員会 付託案件の審査

17 金 教 育 民 生 
常任委員会 付託案件の審査

24 金 本会議

付託案件の審査結果の委員長
報告・質疑・討論・採決
議員提出議案の説明・質疑・
討論・採決

月 日 曜 会議名 主な内容

11 5 金 本会議

町長提出議案の説明・質疑・
討論・採決
議長・副議長の選挙
議会運営委員会委員の選任
各常任委員会委員の選任
議会改革推進特別委員の選任
監査委員の選任等

2021　

 　

Ｇ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｉ

　
令
和
３
年
第
３
回
愛
川
町
議
会
「
９
月
定
例
会
」
が
、
８
月
31
日
か
ら

９
月
24
日
ま
で
、
会
期
25
日
間
（
本
会
議
開
催
６
日
間
）
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
、
令
和
２
年
度
各
会
計
の
決
算
を
は
じ
め
、
教
育
委
員
会
教
育
長

及
び
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
係
る
意
見
、
条
例
、

補
正
予
算
な
ど
の
13
件
の
町
長
提
出
議
案
と
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て

国
へ
の
意
見
書
に
つ
い
て
２
件
審
議
し
、
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
５
日
に
は
、
令
和
３
年
第
２
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
議

会
の
役
職
改
選
等
を
行
い
ま
し
た
。

令和３年第３回９月定例会日程

令和３年第２回11月臨時会日程

続
き
次
の
方
を
適
任
と
認
め

た
も
の
で
す
。

中
津
在
住

引
木　

和
子　

氏

中
津
在
住

中
村　
　

功　

氏

　

ま
た
、
欠
員
と
な
っ
て
い

た
人
権
擁
護
委
員
に
次
の
方

を
適
任
と
認
め
た
も
の
で
す
。

田
代
在
住

野
口　

博
史　

氏

専
決
処
分
の
承
認

◎
令
和
３
年
度
愛
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

（
賛
成
全
員
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
，
０

２
８
万
２
千
円
を
追
加
し
、

一
般
会
計
の
総
額
を
１
３
２

億
７
，
４
７
９
万
３
千
円
と

人　
事　
議　
案

◎
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任

命　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き

続
き
次
の
方
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
た
も
の
で
す
。

中
津
在
住　

佐
藤　

照
明　

氏

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
賛
成
全
員
）

　

前
任
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
新
た
に
次
の
方
を
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
も

の
で
す
。

角
田
在
住　

篠
﨑　

美
和　

氏

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
係
る
意
見（賛

成
全
員
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き

し
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
に
お
い
て
、
当
初

の
見
込
み
よ
り
集
団
接
種
の

希
望
者
が
増
え
た
た
め
、
会

場
運
営
や
看
護
師
業
務
の
委

託
に
つ
い
て
、
専
決
処
分
の

承
認
を
し
た
も
の
で
す
。

条　
例　
議　
案

◎
愛
川
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

国
家
公
務
員
に
準
じ
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

か
ら
町
民
等
の
生
命
及
び
健

康
を
保
護
す
る
緊
急
の
措
置

に
係
る
作
業
に
従
事
し
た
職

員
に
支
給
す
る「
特
殊
勤
務

手
当
」
の
特
例
を
定
め
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
一

部
改
正
条
例
を
可
決
し
た
も

の
で
す
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

◎
愛
川
町
手
数
料
条
例
等
の

一
部
改
正　
　
（
賛
成
全
員
）

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

再
交
付
手
数
料
に
係
る
規
定

を
削
除
す
る
な
ど
、
関
係
条

例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
一
部
改
正
条
例
を
可
決

し
た
も
の
で
す
。

　
【
施
行
期
日　

令
和
３
年
９
月
１
日
】

補　
正　
予　
算

◎
令
和
３
年
度
愛
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
賛
成
全
員
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
，

７
６
７
万
１
千
円
を
追
加
し
、

一
般
会
計
の
総
額
を
１
３
４

億
２
，２
４
６
万
４
千
円
と

し
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
早
急

に
交
通
安
全
対
策
が
必
要
と

判
断
し
た
４
か
所
の
通
学
路

の
カ
ラ
ー
舗
装
工
事
や
、
熱

海
市
で
の
災
害
を
教
訓
に
、

豪
雨
な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害

の
発
生
に
備
え
、
根
切
り
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
、
救
出
活

動
に
必
要
な
資
機
材
を
購
入

す
る
た
め
の
費
用
の
ほ
か
、

貸
出
図
書
を
介
し
た
感
染
予

防
を
図
る
た
め
、
図
書
館
に

図
書
除
菌
機
を
整
備
す
る
経

費
で
す
。

集団接種会場の様子

救出活動用に購入した
チェーンソー

令和３年12月15日
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事　
件　
議　
案

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て（
令
和
３
年
度
愛
川

橋
補
修
工
事
） （
賛
成
全
員
）

・
請
負
契
約
金
額

　

７
，２
０
０
万
６
，０
０
０
円 

・
請
負
契
約
の
相
手
方

　

鈴
木
土
建　

株
式
会
社

工
期
は
契
約
の
締
結
日
か
ら

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

　

主
な
工
事
内
容
は
、
床
版

の
補
修
を
は
じ
め
、
橋
台
及

び
橋
脚
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内

部
の
鉄
筋
の
腐
食
を
抑
制
す

る
た
め
、
表
面
保
護
な
ど
の

施
工
を
行
う
も
の
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認

◎
令
和
３
年
度
愛
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

（
賛
成
全
員
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，

３
４
１
万
５
千
円
を
追
加
し
、

一
般
会
計
の
総
額
を
１
３
４

億
４
，
５
８
７
万
９
千
円
と

し
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
対
象
年
齢
の
12
才
を
迎

え
る
子
ど
も
た
ち
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
で
き
る
よ
う
に
、
集

団
接
種
会
場
等
の
運
営
業
務

委
託
料
に
つ
い
て
、
専
決
処

分
を
承
認
し
た
も
の
で
す
。

補　
正　
予　
算

◎
令
和
３
年
度
愛
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
5
号
）

（
賛
成
全
員
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
，

４
９
６
万
３
千
円
を
追
加
し
、

一
般
会
計
の
総
額
を
１
３
６

億
６
，
０
８
４
万
２
千
円
と

し
た
も
の
で
す
。

個
人
総
括
質
疑

　

４
日
目
の
９
月
８
日
は
、

補
正
予
算
議
案
に
対
し
、
茅

孝
之
議
員
、岸
上
敦
子
議
員
、

玉
利
優
議
員
、
小
林
敬
子
議

員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

警
防
活
動
事
業
費
増
額

■
増
額
の
詳
細
に
つ
い
て

交
通
安
全
施
設

整
備
事
業
費
増
額

■
増
額
の
詳
細
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等

運
営
事
業
費
増
額

■
増
額
の
詳
細
に
つ
い
て

道
路
維
持
補
修
経
費
増
額

■
増
額
の
詳
細
に
つ
い
て

図
書
館
運
営
事
業
費
増
額

■
増
額
の
詳
細
に
つ
い
て

愛川橋（半原地内）

　

議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議

会
を
実
現
す
る
た
め
、
本
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
議
会

の
あ
り
方
や
、
運
営
方
法
な

ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

８
月
31
日
の
本
会
議
で
は
、

渡
辺
基
委
員
長
が
、
第
12
回

か
ら
19
回
ま
で
の
会
議
で
行

わ
れ
た
協
議
事
項
に
つ
い
て

左
記
の
と
お
り
中
間
報
告
を

行
い
ま
し
た
。内
容
の
一
部

は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

協議項目 報告内容

ＩＣＴ化のさ
らなる推進の
ための検証に
ついて

　タブレット端末や通信サービスについては、
段階的に導入を進め、まずは、個人のスマート
フォン等を使用してLINEWORKS（ラインワー
クス）などのコミュニケーションツールを利用
していくこととした。

議会モニター
制度の導入に
ついて

　「モニター制度」という言葉にとらわれず、「広
報のさらなる推進」に向けた具体的な方法を検
討していくことで意見が一致したため、広報広
聴常任委員会が主導となり、開かれた議会の実
現に向けて、「議会だより」の中でアンケートを
実施することとした。

常任委員会の
在り方につい
て

　９月議会における決算審査の結果を踏まえ、
10月に常任委員会を開催し、事務事業評価を行う。
　そして、評価の結果を提言書（意見書）とし
て町へ提出し、その提言書の内容が次年度の予
算でどのように反映されたかの回答を求めるこ
ととした。

第
２
回
臨
時
会

第
20
回
議
会
ク
イ
ズ
の

答
え
と
当
選
者

  

前
号
の
議
会
ク
イ
ズ
に

は
20
名
の
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
正
解
と
当
選

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
正
解
〉

 

問
１
‐
②
第
２
号

 

問
２
‐
③
35
名

 

問
３
‐
③
38
名

〈
当
選
者
〉

山
本　

律
子 

様

飯
島　

清
子 

様

新
井　

玲
子 

様

以
上
３
名

　
議
会
だ
よ
り
は
、
愛

川
町
録
音
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
か
え
で

の
会
」
の
ご
協
力
に
よ

り
、
視
覚
障
が
い
者
用

に
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

℡
０
４
６
‐
２
８
５
‐

２
１
１
１

　
　
（
内
線
３
７
９
２
）
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町
長　
全
国
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急
速
に

拡
大
し
た
こ
と
を
受
け
、
各

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、

特
殊
勤
務
手
当
の
特
例
と
な

る
作
業
場
所
と
し
て
、
病
院

等
の
内
部
を
は
じ
め
、
こ
れ

ら
施
設
へ
の
移
動
時
の
動
線

上
の
ほ
か
に
、
車
内
に
お
い

て
も
該
当
す
る
こ
と
が
総
務

省
か
ら
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
町
に
お
い
て
も
、
人
事
院

規
則
に
準
じ
て
条
例
改
正
を

行
い
、
当
該
特
殊
勤
務
手
当

の
特
例
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

町
税
の
収
入
未
済

額
が
前
年
度
に
比
べ

減
少
し
た
理
由
に
つ
い
て

　

愛
川
町
職
員
の
特

殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
改
正
の
背
景
に
つ

い
て

　

公
共
施
設
整
備
基

金
が
前
年
度
に
比
べ

決
算
年
度
中
増
減
高
が
約

10
分
の
１
と
な
っ
た
理
由

に
つ
い
て

　

水
道
事
業
会
計
に

お
い
て
、
収
入
の
総

額
が
前
年
度
よ
り
減
額
と

な
っ
た
理
由
に
つ
い
て

問

問

問

問

町
長　
現
年
課
税
分
の
滞
納

整
理
で
は
、
滞
納
の
原
因
や

生
活
状
況
等
の
把
握
の
た
め

に
、
電
話
催
告
や
滞
納
者
宅

へ
の
訪
問
、
催
告
書
の
送
付

を
実
施
し
、
早
期
解
決
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
、
滞
納
繰

越
分
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
中
心
に
徹
底
し
た

財
産
調
査
を
行
い
、
預
金
や

給
与
な
ど
の
債
権
の
差
押
え
、

ま
た
、
自
動
車
や
不
動
産
の

公
売
に
着
手
し
、
租
税
債
権

の
確
保
に
努
め
た
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴

い
、
納
付
が
困
難
な
方
へ
の

徴
収
猶
予
制
度
の
適
用
や
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
税
制
度

を
導
入
す
る
な
ど
、
納
税
環

境
の
整
備
に
も
努
め
た
こ
と

に
よ
り
、
収
入
未
済
額
の
減

少
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
す
。

町
長　
収
入
区
分
の
う
ち
、

営
業
収
益
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
水
道
料
金
の
減

免
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、

給
水
収
益
が
消
費
税
抜
き
で

２
，
７
５
１
万
８
千
円
の
減

収
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

一
方
、
緊
急
事
態
宣
言
中

に
お
け
る
工
場
等
の
稼
働
停

止
や
学
校
で
の
プ
ー
ル
の
中

止
に
よ
り
使
用
水
量
が
減
少

し
た
も
の
の
、
一
般
家
庭
の

使
用
水
量
が
増
加
し
た
こ
と

や
新
設
の
給
水
納
付
金
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
営
業

収
益
の
総
額
で
は
、
３
，
０

１
３
万
５
千
円
の
減
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　

次
に
、
営
業
外
収
益
に
つ

い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
水
道
料
金

減
免
に
対
す
る
一
般
会
計
か

ら
の
補
助
金
と
し
て
、
消
費

税
込
み
の
３
，
０
２
６
万
９

千
円
の
繰
入
れ
が
あ
り
、
営

業
外
収
益
の
総
額
は
２
，
７

０
３
万
９
千
円
の
増
と
な
っ

た
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

収
入
の
総
額
で
は
前
年
度
と

比
較
す
る
と
３
０
９
万
６
千

町
長　
公
共
施
設
整
備
基
金

へ
の
積
立
て
は
、
個
別
施
設

計
画
に
基
づ
き
、
平
成
30
年

度
の
基
金
創
設
以
来
、
財
政

状
況
を
み
な
が
ら
、
可
能
な

限
り
残
高
の
確
保
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
に
は
、
当
初

予
算
の
１
億
円
、
９
月
補
正

で
５
千
万
円
、
３
月
補
正
で

１
億
円
の
合
計
で
２
億
５
千

万
円
余
り
を
積
み
立
て
て
き

ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度
に
、

繰
越
金
に
当
た
る
令
和
元
年

度
決
算
の
実
質
収
支
額
が
前

会 派 代 表 質総 括 疑
５日目の９月９日は、条例及び令和２年度決算議案に対し、
会派代表総括質疑を行いました。内容の一部を紹介します。

あ
い
か
わ
の
聲

�

（
渡
辺　
基 

議
員
）

令
和
あ
い
か
わ

�

（
阿
部 

隆
之 

議
員
）

公
明
党

�（
佐
藤 
り
え 

議
員
）

年
度
比
で
１
億
８
千
万
円
余

り
減
の
３
億
９
千
５
０
０
万

円
余
り
と
少
な
か
っ
た
こ
と

に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
う

税
収
の
落
ち
込
み
な
ど
、
収

入
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で

総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、

２
千
５
０
０
万
円
余
り
の
積

立
て
と
な
り
、
令
和
元
年
度

に
比
べ
約
10
分
の
１
の
積
立

額
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

適時適切な施設管理に努めています

便利！スマホで納税

日
本
共
産
党

愛
川
町
議
員
団

 �（
鈴
木 

信
一 

議
員
）

円
の
減
額
と
な
っ
た
も
の
で

す
。

令和３年12月15日
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常 任 委 員 会 で の 審 査
　令和２年度事業の決算審議をより詳細に行うため、各常任委員会で８月に現地調査及び事務事業評価を、
また、９月14日から17日までは、各事業に対する質疑を行いました。内容の一部を紹介します。

　

８
月
17
日
に
、
役
場
庁
舎

非
常
用
発
電
設
備
修
繕
工
事

や
田
代
運
動
公
園
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
整
備
事
業
な
ど
、
６

箇
所
を
現
地
調
査
し
、
事
業

評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
９
月
14
日
及
び
16
日
は

各
事
業
に
対
す
る
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

【
評
価
】

　

お
お
む
ね
良
好
か
つ
適
正

に
執
行
し
て
い
る
。

【
委
員
の
意
見
】

　

安
全
性
、
視
認
性
を
考
え

る
と
、
看
板
の
設
置
場
所
に

つ
い
て
は
、
も
う
少
し
工
夫

の
余
地
が
あ
っ
た
と
考
え
ま

す
。

答　
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
う
ち
、
企
業
な
ど
か
ら
給

与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る

方
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
又
は
、
発
熱
等
の

症
状
に
よ
り
感
染
が
疑
わ
れ

る
た
め
、
療
養
に
よ
り
給
与

等
の
全
部
又
は
一
部
の
支
払

い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
期
間
が
あ
る
場
合
、
申
請

に
よ
り
、
就
労
で
き
な
か
っ

た
一
定
期
間
の
給
与
相
当
額

の
一
部
を
、
国
民
健
康
保
険

の
傷
病
手
当
金
と
し
て
支
給

す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
２
年
度
の
支
給
対
象

者
は
５
名
で
、
支
給
日
数
平

均
は
７
・
２
日
、
支
給
額
の

平
均
は
４
万
１
，
４
３
９
円

で
、
合
計
20
万
７
，
１
９
３

円
を
支
給
し
た
も
の
で
す
。

　

8
月
12
日
に
、
愛
川
聖
苑

待
合
ホ
ー
ル
系
統
空
調
機
改

修
工
事
や
小
中
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
用
端
末
な
ど
、

６
箇
所
を
現
地
調
査
し
、
事

業
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
15
日
及
び
17
日

は
各
事
業
に
対
す
る
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

【
評
価
】

総
務
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

答　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

都
心
か
ら
地
方
へ
の
テ
レ
ワ

ー
ク
移
住
の
流
れ
が
活
発
化

す
る
中
で
、
移
住
対
象
地
域

と
し
て
、
視
聴
者
が
「
リ
ア

ル
な
愛
川
の
魅
力
」
を
発
見

で
き
る
、
全
10
話
の
連
続
ウ

ェ
ブ
ド
ラ
マ
を
制
作
し
た
も

の
で
す
。
主
な
経
費
の
詳
細

は
、
ス
タ
ッ
フ
・
出
演
者

の
人
件
費
69
万
１
，
４
４
０

円
、
機
材
レ
ン
タ
ル
費
44
万

８
，
５
６
０
円
な
ど
、
総
額

は
１
２
０
万
８
，
３
５
７
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
等
の
措
置
に

よ
る
学
校
の
臨
時
休
業
期
間

中
も
、
午
前
８
時
か
ら
午
後

６
時
30
分
ま
で
児
童
の
受
け

入
れ
を
行
い
、
手
指
の
消
毒

や
、
空
気
清
浄
機
の
活
用
な

ど
、
感
染
防
止
に
最
大
限
努

め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

答　
令
和
２
年
度
は
、
10
月

に
「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
時
代

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
」、11
月
に「
経

済
の
あ
り
方
や
コ
ロ
ナ
禍
に

負
け
な
い
経
営
」
を
テ
ー
マ

に
据
え
、
専
門
家
を
講
師
に

招
い
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
も
の
で
す
。
経
費
の
詳
細

は
、
講
師
派
遣
事
業
者
へ
の

委
託
料
20
万
円
（
２
回
分
）

で
す
。

質疑9月14日

質疑9月15日

現地
8/17

現地
8/12

質疑9月16日

質疑9月17日

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

推
進
事
業
費

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

事
業
費

商
工
振
興
管
理
経
費

傷
病
手
当
金

　
　
連
続
ウ
ェ
ブ
ド
ラ

マ「
移
住
者
★
佐
助
」

制
作
経
費
の
詳
細
に

つ
い
て

　
　
事
業
の
成
果
に

つ
い
て

　
　

経
営
ス
ク
ー
ル

開
催
経
費
の
詳
細
に

つ
い
て

　
　
事
業
の
評
価
に

つ
い
て

問

問

問

問

田
代
運
動
公
園
ス
ケ
ー

ト
パ
ー
ク
整
備
事
業

小
中
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
用
端
末
賃

貸
借
に
つ
い
て

田代運動公園

「移住者★佐助」

端末機の活用状況を視察
（田代小学校）

児
童
及
び
指
導
員
が
感
染
す

る
こ
と
な
く
、
平
常
時
と
同

様
に
、
日
常
の
生
活
指
導
な

ど
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

児
童
の
健
全
育
成
が
図
ら
れ

た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

良
好
か
つ
適
正
に
執
行
し

て
い
る
。

【
委
員
の
意
見
】

　

学
校
内
外
に
お
い
て
も
、

す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
が
平

等
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。
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賛成
あ
い
か
わ
の
聲

熊
坂
　
崇
徳 

議
員　

　

全
議
案
に
賛
成
の
立
場
か

ら
意
見
と
要
望
を
踏
ま
え
て

討
論
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
決
算
の
歳
入
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
内
陸

工
業
団
地
な
ど
大
手
企
業
の

景
気
低
迷
の
影
響
に
よ
り
、

町
税
が
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
と
し
て
国
庫
支
出
金

が
大
幅
に
増
と
な
り
、
自
主

財
源
比
率
は
令
和
元
年
度
の

71
．
５
％
か
ら
令
和
２
年
度

は
49
．
８
％
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
歳
出
で
は
、
款
別
歳
出

決
算
額
で
の
民
生
費
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
費
の

影
響
に
よ
り
、
全
体
の
51
．

６
％
を
占
め
ま
し
た
。
今
後

も
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、

民
生
費
は
増
加
し
て
い
く
も

の
と
予
想
し
ま
す
。
高
齢
者

の
方
々
が
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
費
の
高
齢
者

生
き
が
い
対
策
事
業
費
で
は
、

各
種
事
業
が
中
止
と
な
り
、

老
人
会
の
存
続
を
不
安
視
す

る
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
現
場

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き

る
事
業
を
模
索
し
て
い
ま
す

が
、
次
年
度
に
向
け
て
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
有
効

な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
協
議
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

商
工
振
興
対
策
事
業
費
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
影
響
を
受

け
た
中
小
企
業
、
個
人
事
業

主
に
対
し
「
中
小
企
業
・
個

人
事
業
支
援
金
」
を
支
給
す

る
と
と
も
に
、
町
内
店
舗
で

利
用
で
き
る
地
域
経
済
振
興

券
「
あ
い
か
わ
景
気
盛
リ
ア

ゲ
券
」
を
配
付
し
、
町
民
の

家
計
負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ

た
こ
と
に
つ
い
て
高
く
評
価

し
ま
す
。

賛成
令
和
あ
い
か
わ

阿
部
　
隆
之 

議
員　
　

　

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
一
色
と
な
り

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い

え
ど
も
、
町
政
を
止
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

次
の
２
点
に
基
づ
き
、
全
議

案
賛
成
の
立
場
か
ら
提
言
を

交
え
て
討
論
し
ま
す
。

　

ま
ず
１
点
目
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
関
す
る
事
業
を
迅
速
か

つ
適
切
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
の
か
。
そ
し
て
、
２
点

目
は
、
町
長
の
施
政
方
針
で

示
さ
れ
た
「
総
合
計
画
（
後

期
基
本
計
画
）」
に
掲
げ
た

施
策
の
推
進
に
つ
な
が
っ
た

の
か
と
い
う
点
で
す
。

　

１
点
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
事
業
で
は
、
町

民
の
生
活
を
守
る
た
め
、
水

道
料
金
の
基
本
料
金
４
か
月

分
50
％
減
額
、
ひ
と
り
親
家

庭
な
ど
へ
の
支
援
金
な
ど
、

数
多
く
の
支
援
を
実
施
し
ま

し
た
。
特
に
町
民
へ
の
次
亜

塩
素
酸
の
無
料
配
布
は
、
手

指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
不
足

の
中
で
、
町
民
の
不
安
の
解

消
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

次
に
、
２
点
目
の
「
総
合

計
画
（
後
期
基
本
計
画
）」

の
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

４
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
つ
目
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
交
通
、
定

住
関
連
施
策
の
推
進
で
す
。

定
住
に
関
し
て
は
、
定
住
促

進
事
業
に
お
い
て
令
和
２
年

度
の
補
助
金
交
付
の
実
績
は
、

10
件
で
昨
年
度
と
比
較
し
て

２
倍
以
上
の
件
数
と
な
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
２
つ
目
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
子
ど
も
、

健
康
関
連
施
策
の
推
進
で
す
。

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に

お
い
て
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
に
よ
る
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
貸
与
が
早
期

に
実
現
し
ま
し
た
。

　

次
に
３
つ
目
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
産
業
、
活
躍

施
策
の
推
進
で
す
。
観
光
産

業
に
関
し
て
は
、
山
岳
美
化

清
掃
や
首
都
圏
自
然
歩
道
管

理
な
ど
を
着
実
に
実
施
で
き

た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
の
収
束

に
向
け
た
準
備
で
あ
る
と
評

価
し
ま
す
。

　

最
後
に
４
つ
目
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
情
報
戦
略
、

協
働
施
策
の
推
進
で
す
。
情

報
戦
略
で
は
、「
復
活
の
台

地
」
の
配
信
及
び
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制

作
は
、
愛
川
の
現
在
と
本
町

の
歴
史
を
知
る
う
え
で
大
変

よ
い
試
み
で
あ
っ
た
と
大
い

に
評
価
し
ま
す
。

各会派が町長提出議案に対する討論を行いました。一部を紹介します。

討討 論論
※議会における「討論」とは提出された議案に対して「賛成・反対」の旨とその理由を述べて、 
　他の議員を自己の意思に賛同させることを目的とする発言のことです。

あいかわ景気盛リアゲ券交付の様子

　

以
上
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
も
今
ま
で
の
歩
み
を
止

め
る
こ
と
な
く
、
着
実
に
前

進
し
て
い
る
こ
と
を
大
い
に

評
価
し
ま
す
。

改元記念動画「愛川百年旅」スペシャル版「復活の大地」

令和3年12月15日
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

費
で
は
、
感
染
者
数
が
増
加

し
た
本
町
に
お
い
て
、
町
外

か
ら
多
く
の
方
が
中
津
川
に

訪
れ
る
こ
と
に
対
し
、
地
元

住
民
か
ら
は
大
変
心
配
す
る

声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
こ
う
し

た
。
ま
た
、
12
月
に
は
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
激
励

事
業
の
際
に
訪
問
す
る
な
ど
、

様
々
な
機
会
を
捉
え
、
周
知

に
努
め
、
85
歳
以
上
で
34
名

（
申
請
58
名
）
の
方
が
利
用

さ
れ
ま
し
た
。
通
院
を
は
じ

め
、
買
物
等
へ
の
外
出
支
援

と
健
康
づ
く
り
の
増
進
が
図

ら
れ
た
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
利
用
券

５
，４
０
０
円
分（
１
枚：４
５
０
円
）

を
一
括
交
付
し
ま
す
。

救急車に搭載した除染システム

賛成
公 

明 

党

井
出
　
一
己 

議
員　

　

全
議
案
に
賛
成
の
立
場
か

ら
討
論
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
係
る
事
業
が
財
政
へ

与
え
た
影
響
か
ら
見
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
は
じ
め
に
、

歳
入
で
は
、
一
律
１
人
10
万

円
の
特
別
定
額
給
付
金
の
ほ

か
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

な
ど
48
億
９
，
６
０
０
万
円

余
り
の
増
に
な
り
ま
し
た
。　
　

　

次
に
、
歳
出
で
は
特
別
定

額
給
付
金
の
事
業
費
や
経
済

対
策
、
住
民
支
援
な
ど
が
増

加
し
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
や
縮
小
、
施
設
の
休
館

や
学
校
の
休
業
に
よ
る
減
少

を
大
き
く
上
回
り
、
歳
出
全

体
で
44
億
４
，
４
０
０
万
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
令
和

２
年
度
新
規
事
業
と
し
て
開

始
し
た
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助

成
事
業
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
へ
の
掲
載
、
前
年

度
「
か
な
ち
ゃ
ん
手
形
」
を

購
入
し
た
85
歳
以
上
の
方
に

制
度
案
内
を
送
付
し
ま
し

　

林
業
振
興
で
は
、
町
森
林

組
合
に
対
す
る
林
業
用
フ
ォ

ワ
ー
ダ
ー
（
積
載
式
集
材
車

両
）
や
竹
林
整
備
に
必
要
な

ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
の
導
入
助

成
で
、
今
ま
で
の
レ
ン
タ
ル

に
比
べ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
面

や
作
業
面
に
お
い
て
効
果
的

な
活
用
が
図
ら
れ
、
樹
木
の

伐
採
に
係
る
人
件
費
や
処
理

費
用
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
、

林
業
経
営
の
効
率
化
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
で

は
、
収
納
率
向
上
に
努
め
た

こ
と
を
評
価
し
ま
す
。
75
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
の
特
性

に
合
わ
せ
た
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
・

提
供
す
る
と
い
う
本
制
度
の

趣
旨
に
従
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
さ
ら
な
る
健
全

な
事
業
運
営
に
努
め
る
よ
う

期
待
し
ま
す
。

賛成
日
本
共
産
党
愛
川
町
議
員
団

鈴
木
　
信
一 

議
員

　

各
会
計
決
算
議
案
に
対
し

賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
し
ま

す
。

　

令
和
２
年
度
に
お
け
る
町

の
決
算
状
況
は
、
前
年
度
比

で
は
歳
入
で
約
37
．
５
％
増

の
１
７
７
億
６
，
２
８
７
万

５
千
円
、
歳
出
は
約
37
％
増

の
１
７
１
億
４
，
２
０
８
万

円
と
な
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
色
濃
く
反
映
す
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

救
急
活
動
事
業
費
で
は
、

特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
に
よ
り
感

染
リ
ス
ク
の
極
め
て
高
い
救

急
隊
員
ら
の
活
動
と
傷
病
者

の
命
を
守
る
た
め
に
、
傷
病

者
を
搬
送
す
る
際
に
使
用
す

る
担
架
の
修
繕
や
酸
素
ボ
ン

ベ
を
修
理
し
た
ほ
か
、
救
急

車
除
染
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

全
て
の
救
急
車
に
設
置
す
る

な
ど
、
万
全
の
措
置
を
図
る

こ
と
は
、
何
よ
り
も
命
を
大

切
に
す
る
こ
と
を
最
優
先
に

し
た
取
り
組
み
で
す
。

た
声
に
配
慮
し
た
上
で
国
の

交
付
金
を
有
効
活
用
し
た
も

の
で
、
評
価
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

準
要
保
護
児
童
給
食
援
助
事

業
費
で
は
、
昨
年
の
４
月
、

５
月
と
臨
時
休
校
の
影
響
で
、

就
学
援
助
費
の
う
ち
学
校
給

食
費
２
か
月
分
が
不
支
給
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
家

庭
や
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
で
過

ご
す
児
童
・
生
徒
の
昼
食
費

用
が
増
え
た
こ
と
に
対
し
、

町
独
自
に
準
要
保
護
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
給
食
援
助
費

を
支
給
し
た
こ
と
は
、
困
窮

す
る
家
庭
へ
の
温
か
い
配
慮

と
し
て
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

多
く
の
住
民
が
日
々
の
生
活

に
苦
し
ん
で
い
る
中
、
国
の

緊
急
的
な
保
険
税
減
免
制
度

に
い
ち
早
く
取
り
組
み
、
丁

寧
に
周
知
を
図
っ
た
こ
と
で
、

近
隣
市
町
村
と
比
べ
て
も
割

合
的
に
は
大
変
多
く
の
方
が

こ
の
制
度
の
適
用
に
よ
り
救

わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

高齢者タクシー利用券の見本

見 本
（令和３年度分）※�令和３年度の高

齢者タクシー等
の詳しい内容は
ＱＲコードでご
確認ください。
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令和2年度決算を認定
◎�

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定　

◎�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定（

以
上
、
賛
成
全
員
）

◎�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

（
賛
成
12
人
、
反
対
３
人
）

◎�
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

◎�
公
共
下
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の

処
分
及
び
決
算
の
認
定

◎�

水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及

び
決
算
の
認
定（

以
上
、
賛
成
全
員
）

　
決
算
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
の
で
、
左
記
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
※
広
報

あ
い
か
わ
の
ペ
ー
ジ
に

移
動
し
ま
す
）

令和2年度 各会計決算額
会　　計 歳　　 入 歳　　 出

一　般　会　計 177億6,287万5千円 171億4,208万円

特別
会計

国民健康保険 47億4,518万円 47億2,870万5千円

後 期 高 齢 者
医 療 5億1,837万8千円 4億9,560万5千円

介 護 保 険 31億2,941万2千円 31億659万3千円

企業
会計

公 共 下 水 道
事 業 16億5,638万2千円 19億6,089万2千円

水 道 事 業 7億2,263万2千円 8億2,767万3千円

合　　　　　計 285億3,485万9千円 282億6,154万8千円

　

８
月
12
日
及
び
17
日
に
教

育
民
生
常
任
委
員
会
及
び
総

務
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事

務
に
お
い
て
令
和
２
年
度
事

業
の
現
地
調
査
等
を
実
施
し
、

事
務
事
業
評
価
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、

９
月
28
日
に
小
野
澤
町
長
へ

報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

事
務
事
業
評
価

結
果
報
告

（
右
か
ら
井
上
副
議
長
、
馬

場
議
長
、
小
野
澤
町
長
、
佐

藤
り
え
総
務
建
設
常
任
委
員

会
委
員
長
、
熊
坂
教
育
民
生

常
任
委
員
会
委
員
長
）

陳
情
の
ゆ
く
え

受理番号 件　名 陳情者 付託先 審査結果

4

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地
の沖縄県外・国外移転について国民的議
論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的
に解決するべきとする意見書の採択を求
める陳情

沖縄県那覇市おもろまち
４丁目１７番１１号１階

「新しい提案」実行委員会
責任者　安里　長従

－ 机上配付

5
義務教育に係る国による財源確保、教育
の機会均等と水準の維持・向上並びにゆ
きとどいた教育の保障に関する陳情

相模原市中央区富士見
６丁目６番１３号
湘北教職員組合
執行委員長　山口  智子

教育民生
常任委員会 採択

6 生活保護級地区分の見直しを求める陳情 愛川町中津 3860-1
熊坂　徹

教育民生
常任委員会 採択

令和3年12月15日
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◎�

義
務
教
育
に
係
る
国
に
よ
る
財
源
確
保
、
教

育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
・
向
上
並
び

に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
保
障
に
関
す
る
意

見
書
の
提
出
　
　
　
　
　
　
　
　（
賛
成
全
員
）

◎�

生
活
保
護
級※
地
区
分
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出（賛

成
全
員
）

※�

級
地
区
分
と
は
＝
当
該
市
町
村
の
人
口

規
模
・
必
要
と
さ
れ
る
生
計
費
・
物
価

の
地
域
差
・
消
費
水
準
・
生
活
様
式
な

ど
を
勘
案
し
た
地
域
の
区
分

上記のＱＲコードを�
読み込むと、意見書の
全文をご覧になれます

国へ意見書２件を提出
※意見書の内容は一部抜粋して掲載

義
務
教
育
に
係
る
国
に
よ
る
財
源
確
保
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の

維
持
・
向
上
並
び
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
保
障
に
関
す
る
意
見
書 

　�１�　
教
育
の
機
会
均
等
、
水
準
の
維
持
・
向
上
、
無
償
制
の
維
持
に
不
可

欠
な
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
存
続
・
拡
充
さ
せ
る
こ
と
。
ま

た
、
学
校
事
務
職
員
・
学
校
栄
養
職
員
を
そ
の
対
象
か
ら
外
さ
な
い
こ

と
。
さ
ら
に
、
義
務
教
育
教
科
書
無
償
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
。

２�　

小
学
校
の
35
人
以
下
学
級
を
計
画
的
に
進
め
、
中
学
校
で
の
35
人

以
下
学
級
を
早
急
に
策
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
30
人
以
下
学
級
の
実

現
に
む
け
て
検
討
す
る
こ
と
。

３�　

学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
の
是
正
を
実
現
し
、
教
職
員

が
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
加
配
の
配
置
増

な
ど
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
業
務
を
ア
シ
ス

タ
ン
ト
す
る
た
め
の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
全
校
配
置
す

る
こ
と
。

４�　

子
ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
添
う
た
め
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

　
　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　

令
和
３
年
９
月
24
日

　

 

内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣
・
総
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣　

殿

生
活
保
護
級
地
区
分
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　
現
行
の
級
地
区
分
が
実
態
と
著
し
く
乖
離
し
て
い

る
と
し
て
、
今
日
も
な
お
全
国
の
多
く
の
自
治
体
か

ら
見
直
し
を
求
め
る
要
望
が
厚
生
労
働
省
に
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
も
こ
う
し
た
現
実
を
認
識

し
て
、
級
地
区
分
見
直
し
の
作
業
に
着
手
し
、
去
る

６
月
25
日
に
行
わ
れ
た
社
会
保
障
審
議
会
生
活
保
護

基
準
部
会
で
は
、
民
間
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
委
託
し

た
調
査
研
究
を
基
に
、
生
活
保
護
基
準
に
お
け
る
級

地
区
分
の
検
証
が
行
わ
れ
た
。

　

生
活
保
護
の
級
地
区
分
は
、
前
回
の
見
直
し
か
ら

30
年
以
上
が
経
過
し
、
実
態
に
合
わ
な
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
特
に
、
県
央
地
域
に
位
置
す
る
本
町
は

近
隣
自
治
体
と
の
格
差
が
著
し
く
、
是
正
を
求
め
る

声
も
多
い
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
こ
う
し
た
格
差

を
是
正
し
、
本
町
の
生
活
実
態
に
即
し
た
級
地
区
分

へ
の
見
直
し
を
強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見

書
を
提
出
す
る
。

　
　
　

令
和
３
年
９
月
24
日

　

 

内
閣
総
理
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣　

殿

級地区分 該当市町村
１級地－１ 横浜市、川崎市、鎌倉市、藤沢市、逗子市、大和市、葉山町

１級地－２ 横須賀市、平塚市、小田原市、茅ヶ崎市、相模原市、三浦市、秦野市、
厚木市、座間市

２級地－１ 伊勢原市、海老名市、南足柄市、綾瀬市、寒川町、大磯町、二宮町、 
大井町、松田町、開成町、箱根町、真鶴町、湯河原町

２級地－２ 該当なし
３級地－１ 愛川町 、中井町、山北町、清川村

第171号
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●意見が分かれた議案等� ○…賛成、●…反対　※所属会派は令和 3 年９月 24 日現在

議案番号

あいかわの聲 公明党 日本共産党
愛川町議員団

令和
あいかわ 無所属

議決結果渡
辺
　
　
基

山
中
　
正
樹

木
下
眞
樹
子

熊
坂
　
崇
徳

玉
利
　
　
優

佐
藤
　
り
え

井
出
　
一
己

岸
上
　
敦
子

井
上
　
博
明

小
林
　
敬
子

鈴
木
　
信
一

阿
部
　
隆
之

馬
場
　
　
司

茅
　
　
孝
之

小
島
総
一
郎

佐
藤
　
　
茂

町 長 提 出
第 5 6 号

令和２年度愛川町後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定について ○ ○○○○○○○●●●○

議
長
は
採
決
に

加
わ
り
ま
せ
ん

○○○ 可　決

令和３年 第３回（９月） 定例会　議決一覧表

令和３年 第２回（11月） 臨時会　議決一覧表

●全会一致の議案
議案番号 案　件 議決結果

町 長 提 出 
第 ５ ０ 号 教育委員会教育長の任命について 同　意

町 長 提 出 
第 ５ １ 号 教育委員会委員の任命について 同　意

町 長 提 出 
第 ５ ２ 号 愛川町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

町 長 提 出 
第 ５ ３ 号 愛川町手数料条例等の一部を改正する条例の制定について 可　決

町 長 提 出 
第 ５ ４ 号 令和２年度愛川町一般会計歳入歳出決算の認定について 認　定

町 長 提 出 
第 ５ ５ 号 令和２年度愛川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

町 長 提 出 
第 ５ ７ 号 令和２年度愛川町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

町 長 提 出 
第 ５ ８ 号 令和２年度愛川町公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認　定

町 長 提 出 
第 ５ ９ 号 令和２年度愛川町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認　定

町 長 提 出 
第 ６ ０ 号 専決処分の承認について（令和３年度愛川町一般会計補正予算（第２号）） 承　認

町 長 提 出 
第 ６ １ 号 令和３年度愛川町一般会計補正予算（第３号） 可　決

町 長 提 出 
第 ６ ２ 号 工事請負契約の締結について（令和３年度愛川橋補修工事） 可　決

陳　　 情 
第 ５ 号

義務教育に係る国による財源確保、教育の機会均等と水準の維持・向上並びにゆきとどいた教育の保障に関する
陳情 採　択

陳　　 情 
第 ６ 号 生活保護級地区分の見直しを求める陳情 採　択

議 員 提 出 
第 ３ 号

義務教育に係る国による財源確保、教育の機会均等と水準の維持・向上並びにゆきとどいた教育の保障に関する
意見書の提出について 可　決

議 員 提 出 
第 ４ 号 生活保護級地区分の見直しを求める意見書の提出について 可　決

●全会一致の議案
議案番号 案　件 議決結果

町 長 提 出
第 ６ ３ 号 専決処分の承認について（令和３年度愛川町一般会計補正予算（第４号）） 承　認

町 長 提 出
第 ６ 4 号 令和３年度愛川町一般会計補正予算（第５号） 可　決

町 長 提 出
第 ６ 5 号 監査委員の選任について 同　意

議員名

議案の件名

令和3年12月15日
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・
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見
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派
議
決
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覧
・
一
般
質
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ケ
ー
ト
結
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派
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表
総
括
質
疑
・
常
任
委
員
会

紙面の都合により、発言の一部を掲載しています。詳しくは役場等に備え付
けてある「会議録」をご覧いただくか、インターネットでもご覧になれます。
なお、９月定例会の会議録は、12月中には閲覧できる予定です。

※各議員の写真の横にあるＱＲコードを読み込むと、本会議での質問動画がスマートフォンやタブレット端末でも、ご覧になれます。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
す
る
方
を

引
き
続
き
支
援
し
な
が
ら
、

町
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
今
後
も
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
現
在
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
向
こ
う
三
軒
両
隣

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ

う
に
、
一
番
身
近
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
あ
る
自
治
会
は
、

伝
統
文
化
の
継
承
や
子
ど

も
達
の
育
成
、
防
犯
や
災

害
時
の
助
け
合
い
な
ど
重

要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
加
入
率
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
が
、
本
町

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問

問

町
長
　
安
心
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、

ふ
れ
あ
い
保
険
の
整
備
の
ほ

か
、
住
民
提
案
型
協
働
事
業

な
ど
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
様
々
な
仕
組
み
づ
く

り
を
行
い
、
そ
の
周
知
や
活

用
に
努
め
て
い
ま
す
。

町
長
　
町
の
区
長
会
と
連
携

し
、
加
入
促
進
強
化
月
間
を

設
け
、
未
加
入
世
帯
へ
の
訪

保
険
整
備
や
仕
組
み

周
知
と
活
用
に
努
力

時
代
に
合
っ
た
運
営

区
長
会
と
強
く
連
携

茅　孝之 議員

ボランティア活動
参加支援と現状

茅　　 孝 之　議員　P.13
·ボランティア団体活動の支援策について　ほか

小 林　敬 子　議員　P.16
·住宅省エネルギー対策について　ほか

鈴 木　信 一　議員　P.14
·町職員の多忙化解消について　ほか

井 出　一 己　議員　P.16
· 「プッシュ型行政サービス」 の推進について　ほか

阿 部　隆 之　議員　P.14
·土砂等による土地の埋め立て等について　ほか

玉 利　 　優　議員　P.17
·職員の離職について　ほか

岸 上　敦 子　議員　P.15
·帯状疱疹の予防について　ほか

熊 坂　崇 徳　議員　P.17
·消防団活動の現状について　ほか

渡 辺　　 基　議員　P.15
·平山下平線整備事業について　ほか Ⓒ愛川町

自
治
会
加
入
率
の
向
上
に
向
け
て

問
や
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
付
な

ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
町

内
の
商
店
な
ど
で
使
用
で
き

る
ク
ー
ポ
ン
券
を
掲
載
し
た

自
治
会
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
、
加
入
促
進
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
自
治
会
に
は
防
犯
や
防
災

面
に
お
い
て
、
大
き
な
役
割

や
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、

若
い
世
代
の
加
入
者
を
増
や

す
た
め
に
も
、
今
の
時
代
に

合
っ
た
運
営
方
法
や
事
業
の

在
り
方
な
ど
、
区
長
会
と
模

索
を
し
な
が
ら
、
自
治
会
加

入
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
、
粘
り
強
く
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自治会への加入促進に努めます
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議
会
新
体
制

可
決
議
案
の
内
容
等

討

論

決
算
・
陳
情
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

会
派
代
表
総
括
質
疑
・
常
任
委
員
会

「
農
地
改
良
の
対
応
」

　
悪
質
な
埋
立
防
止
対
策
の
取
り
組
み

　
近
年
、
住
民
要
望

が
多
様
化
し
て
お
り
、

特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
町

職
員
の
業
務
量
は
確
実
に

増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
職
員
の
多
忙
化

を
解
消
す
る
た
め
、
町
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

本
年
７
月
３
日
、

盛
土
部
分
が
原
因
と

見
ら
れ
る
大
規
模
な
土
石

流
が
熱
海
市
で
発
生
し
、

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
こ
の
災
害
の
映
像

を
見
た
半
原
川
北
区
桜
沢

周
辺
の
住
民
か
ら
は
、
改

め
て
こ
の
計
画
の
中
止
を

求
め
る
声
が
強
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ

の
町
民
の
声
に
対
す
る
町

の
受
け
止
め
と
そ
の
対
応

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

問

町
長
　
各
部
署
の
業
務
量
の

変
化
や
時
間
外
勤
務
の
状
況
、

職
員
の
健
康
状
態
な
ど
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
再
任
用

職
員
の
雇
用
な
ど
柔
軟
に
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
員
配
置

に
努
め
、
多
忙
化
の
解
消
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

時
間
外
勤
務
な
ど
把
握

適
正
配
置
に
努
め
る

審
査
基
準
等
見
直
し
要
請

相
模
原
市
と
連
携
し
対
応

阿部　隆之 議員

津
久
井
農
場
計
画
に
つ
い
て

町
長
　
国
の
一
元
的
な
法
規

制
の
必
要
性
を
は
じ
め
、
県

に
お
い
て
も
許
可
や
審
査
に

係
る
基
準
等
に
つ
い
て
見
直

し
の
検
討
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
県
な
ど
に
対
し
て
強

く
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
盛
土
造
成
に
関
す
る
許
可

権
者
と
な
る
県
や
相
模
原
市

と
連
携
を
密
に
し
、
引
き
続

き
情
報
収
集
を
行
い
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安

心
に
生
活
が
で
き
る
よ
う
し

っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

夜の役場庁舎の様子

　
農
業
目
的
で
借
り

た
土
地
を
農
地
改
良

と
称
し
て
掘
削
し
、
工
事

残
土
等
を
処
分
す
る
目
的

で
埋
立
て
、
掘
削
し
た
良

質
な
耕
土
の
採
取
、
転
売

が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事

例
を
耳
に
し
ま
す
が
、
本

町
に
お
け
る
農
地
改
良
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問町
長
　
本
町
の
土
砂
条
例
に

お
い
て
は
、
農
地
法
に
基
づ

土
砂
条
例
を
改
正

埋
立
防
止
対
策
に
取
組

く
農
地
造
成
は
条
例
の
適
用

対
象
外
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
、
相
模
原
市
や
厚
木
市

な
ど
先
進
市
に
お
け
る
規
定

の
内
容
等
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
で
き
る
限
り
早
期
に
農

地
に
つ
い
て
も
一
定
面
積
以

上
の
土
砂
の
埋
立
て
等
を
行

う
場
合
は
、
土
砂
条
例
の
許

可
対
象
と
す
る
よ
う
条
例
を

改
正
し
、
農
地
改
良
の
名
を

借
り
た
悪
質
な
埋
立
て
の
防

止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
の
公
共
施
設
個

別
施
設
計
画
で
は
、

予
防
保
全
を
推
進
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
事
業
等
の
新
た
な
事

業
を
含
め
た
空
調
設
備
の

大
規
模
改
修
を
実
施
し
た

事
例
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

問管
財
契
約
課
長
　
故
障
し
た

箇
所
の
修
繕
ま
た
は
改
修
等

に
よ
り
対
応
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
や
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
設
備

の
空
調
機
を
一
斉
更
新
す
る

な
ど
大
規
模
に
改
修
を
行
っ

た
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

修
繕
改
修
等
で
対
応

一
斉
更
新
の
事
例
無

鈴木　信一 議員

町職員の多忙化　
解消の取り組み

空調設備の課題
改修実施の事例

「ＥＳＣＯ事業」※

※
E
S
C
O
事
業
と
は
：
太
陽
光
発
電
な
ど
の
改
修
工
事
に
か
か
っ
た

費
用
を
、そ
の
省
エ
ネ
効
果
に
よ
り
得
た
光
熱
水
費
の
削
減
分
で
賄
う
こ
と
。

令和3年12月15日
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議
会
新
体
制

可
決
議
案
の
内
容
等

討

論

決
算
・
陳
情
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

会
派
代
表
総
括
質
疑
・
常
任
委
員
会

　
帯
状
疱
疹
の
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

を
助
成
す
る
考
え
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

問町
長　
２
０
１
６
年
３
月
か

ら
水
痘
ワ
ク
チ
ン
が
任
意
接

種
と
し
て
帯
状
疱
疹
予
防
に

も
使
用
で
き
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現

在
は
、
厚
生
科
学
審
議
会
の

予
防
接
種
基
本
方
針
部
会
の

ワ
ク
チ
ン
評
価
に
関
す
る
小

委
員
会
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
効

果
な
ど
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
、

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長
　
既
存
の
避
難
所
運
営

の
状
況
確
認
や
災
害
時
要
援

護
者
の
名
簿
、
民
生
委
員
か

ら
の
情
報
な
ど
を
基
に
、
配

ワ
ク
チ
ン
任
意
接
種

国
の
動
向
を
注
視

実
態
な
ど
再
度
精
査

円
滑
な
運
営
取
組
む

福
祉
避
難
所
の
受
け
入
れ
体
制

道
路
台
帳
整
備
の
進
捗
状
況

　
道
路
台
帳
の
デ
ジ

タ
ル
化
及
び
道
路
台

帳
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
向
け
た
現
在
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問町
長　
道
路
台
帳
は
、
道
路

法
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
管

理
者
が
道
路
の
基
礎
的
な
情

報
を
調
書
と
図
面
を
も
っ
て

調
製
・
保
管
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
調
書
関
係
に
つ

管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

汎
用
性
等
の
調
査
研
究

い
て
は
、
平
成
23
年
度
に
デ

タ
ル
化
し
ま
し
た
。
一
方
、

図
面
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ

ル
図
へ
の
転
換
や
運
用
す
る

た
め
の
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
を
活
用
し
た
管

理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
多

額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
に
、

既
に
庁
内
で
導
入
し
て
い
る

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
と
の
統

合
の
可
否
や
汎
用
性
な
ど
も

調
査
・
研
究
を
し
な
が
ら
、

効
率
化
や
経
費
の
節
減
な
ど

を
考
慮
し
、
導
入
時
期
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。 平山橋付近の様子

　
平
山
下
平
線
整
備

事
業
は
、
平
成
30
年

度
に
費
用
便
益
調
査
（
※
）

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
結
果
か
ら
ど
の
よ
う
な

評
価
を
行
っ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　
内
閣
府
は
福
祉
避

難
所
の
運
営
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
正
し

ま
し
た
が
、
新
し
い
福
祉
避

難
所
の
受
け
入
れ
制
度
に

対
す
る
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

問

町
長　
整
備
後
の
走
行
時
間

の
短
縮
効
果
や
走
行
経
費
の

減
少
、
交
通
事
故
の
減
少
に

つ
い
て
、
事
業
効
果
の
優
意

性
が
確
認
で
き
ま
し
た
の
で
、

ま
ず
は
第
１
工
区
の
完
成
を

目
指
し
、
第
２
工
区
以
降
は

町
の
財
政
状
況
な
ど
を
み
な

が
ら
、
総
合
的
に
判
断
し
て
、

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

効
果
の
優
意
性
を
確
認

総
合
的
に
判
断
し
推
進

※�費用便益調査とは：その事業によって得
られる費用対効果の大きさを計ること。

岸上　敦子 議員

帯状疱疹の予防
接種費用助成へ

平山下平線事業
費用をどう評価

渡辺　基 議員

慮
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
の
実
態
を
再
度
精

査
し
た
上
で
検
討
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
受
け
入
れ
に
必
要

な
備
品
や
消
耗
品
な
ど
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
福
祉

避
難
所
の
設
置
運
営
に
関
す

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
訓

練
な
ど
を
行
い
、
円
滑
に
避

難
所
の
運
営
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

内閣府のガイドライン
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議
会
新
体
制

可
決
議
案
の
内
容
等

討

論

決
算
・
陳
情
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

会
派
代
表
総
括
質
疑
・
常
任
委
員
会

　
脱
炭
素
社
会
を
推

進
す
る
た
め
、
既
存

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
費
補

助
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
本
町
の
考
え

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
生
活
保
護
の
内
容

に
著
し
く
不
均
衡
が

生
じ
て
い
る
こ
と
を
解
消

す
る
た
め
、
級
地
の
見
直

し
を
求
め
て
い
く
本
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

問

問

町
長　
本
年
度
よ
り
、
住
宅

用
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

導
入
費
に
対
す
る
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。
既
存
住
宅
の

省
エ
ネ
改
修
費
補
助
に
つ
い

て
は
、
国
・
県
が
そ
れ
ぞ
れ

補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
活
用
実
績
や

本
町
の
補
助
制
度
の
利
用
状

況
な
ど
の
検
証
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
長　
生
活
保
護
制
度
に
は
、

地
域
に
お
け
る
物
価
等
の
違

い
に
よ
り
生
活
費
に
地
域
差

が
生
じ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
級
地

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

蓄
電
池
な
ど
に
助
成

利
用
状
況
の
検
証
必
要

近
隣
と
の
格
差
あ
り

国
へ
要
望
し
て
い
く

生
活
保
護
級
地
の
見
直
し

　

現
行
の
級
地
区
分
は
見
直

し
か
ら
30
年
以
上
が
経
過
し

て
お
り
、
自
治
体
等
か
ら
の

級
地
区
分
の
見
直
し
に
つ
い

て
の
要
望
を
受
け
、
国
で
は
、

級
地
区
分
の
検
証
と
、
制
度

の
在
り
方
な
ど
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

県
央
地
域
に
位
置
す
る
本

町
の
級
地
区
分
は
、
近
隣
自

治
体
と
同
じ
生
活
圏
に
あ
り

な
が
ら
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
級
地

区
分
の
見
直
し
を
国
に
要
望

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
行
政
側
か
ら
住
民

に
必
要
な
情
報
を
積

極
的
に
知
ら
せ
、
対
象
者

が
漏
れ
な
く
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
プ
ッ
シ
ュ
型
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、

申
請
忘
れ
等
の
課
題
解
消

に
有
効
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
町
の
現
状
と
推
進

の
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問町
長　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
多

く
は
申
請
手
続
き
が
基
本
で

す
。
本
町
で
は
、
役
場
の
窓

シ
ス
テ
ム
構
築
に
課
題

検
証
が
必
要
と
認
識

口
や
広
報
で
の
周
知
の
ほ
か
、

各
施
設
、
関
係
機
関
へ
の
案

内
チ
ラ
シ
の
配
架
、
更
に
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
や
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
媒
体
も
活
用
し
な
が
ら
情

報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
が
運
用
し
て

い
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル（
※
）

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
使
う
に
は
、
多
額
の
シ
ス

テ
ム
構
築
費
用
が
必
要
な
ほ

か
、
運
営
体
制
や
仕
様
の
精

査
が
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
証
が
必

要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
県
道
63
号
か
ら
相

模
原
方
面
に
右
折
す

る
車
両
の
影
響
で
、
交
通

渋
滞
が
日
常
化
し
て
い
る

高
田
橋
交
差
点
付
近
の
通

学
児
童
等
の
安
全
対
策
を

伺
い
ま
す
。

問教
育
長　

児
童
が
車
両
の

通
過
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
が
発
生
し
た
た
め
、

通
学
路
を
示
す
看
板
を
設
置

し
た
ほ
か
、
車
両
が
通
行
し

な
い
水
路
際
に
変
更
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
通
学
時
間
帯
の

車
両
通
行
の
抑
制
看
板
の
増

設
の
検
討
な
ど
安
全
確
保
に

努
め
ま
す
。

通
学
路
一
部
変
更

車
両
通
行
の
抑
制 井出　一己 議員

通学路の安全対策
高田橋交差点付近

省エネルギー対策
住宅改修費の補助

小林　敬子 議員

　「
プ
ッ
シ
ュ
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
」

　
　
　
現
状
と
推
進
の
考
え

※�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
：
政
府
が
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

で
、
子
育
て
や
介
護
を
は
じ
め
と
す
る
、
行
政
手
続
の
検
索
や
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で
き
る
こ
と
。

高田橋交差点付近の様子
（午前7時30分頃撮影）

暑さ寒さの原因のほとんどは「窓」
夏は外からの熱73％が窓から入る
冬は熱が58％窓から逃げる

窓からの熱の流入出比率

73％58％

冬 夏

令和3年12月15日
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最
近
、
公
務
員
の

退
職
者
が
増
え
て
い

る
と
の
報
道
が
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
町
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
最
近
、
学
校
の
校

則
や
き
ま
り
に
つ
い

て
、
報
道
機
関
に
よ
り
数

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
本
町
に
お
け
る

学
校
の
校
則
や
き
ま
り
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

問

町
長　
働
き
方
改
革
の
推
進

な
ど
に
よ
り
、
多
様
な
働
き

方
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
現

代
社
会
に
お
い
て
、職
員
個
々

の
価
値
観
の
多
様
化
に
よ
り
、

早
期
退
職
者
が
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
適
正
な

人
員
配
置
に
努
め
、
働
き
や

す
い
職
場
環
境
の
向
上
に
引

き
続
き
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長　
学
校
教
育
に
お
い

て
社
会
規
範
の
遵
守
に
つ
い

て
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と

は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、
学
校
で
定
め
る
き
ま
り

は
教
育
的
意
義
を
有
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

多
様
化
す
る
価
値
観

職
場
環
境
向
上
に
努
力

教
育
的
な
意
義
を
認
識

自
主
的
に
守
れ
る
体
制

熊坂　崇徳 議員

長引くコロナ禍
ひとり親世帯支援

小
中
学
校
の
校
則
や
き
ま
り

緊
急
事
態
宣
言
中
の
消
防
団
活
動

　

学
校
は
、
心
身
の
発
達
過

程
に
あ
る
児
童
・
生
徒
の
集

団
活
動
の
場
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
各
学
校
が
必
要
か
つ
合

理
的
な
範
囲
内
で
き
ま
り
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、児
童
・

生
徒
の
生
活
実
態
や
保
護
者

の
考
え
方
な
ど
、
社
会
の
状

況
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
見
直

し
を
行
い
な
が
ら
、
児
童
・

生
徒
た
ち
が
自
主
的
に
守
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
指
導

体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
長　
消
防
団
は
「
自
ら
の

地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と
い

っ
た
精
神
に
基
づ
き
、
地
域

防
災
力
の
中
核
と
し
て
町
民

の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
の
点
検
作
業

時
勢
を
捉
え
技
術
習
得

　

こ
う
し
た
中
で
、
昨
年
来

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
出
初
め

式
な
ど
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
日
頃
か
ら
ポ
ン
プ
や

器
具
の
点
検
作
業
の
ほ
か
、

近
年
の
大
雨
に
よ
る
災
害
に

備
え
る
た
め
に
、
本
年
４
月

に
は
感
染
対
策
に
配
慮
し
な

が
ら
、
全
団
員
を
対
象
と
し

た
水
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
員
教
育
に
関
わ

る
訓
練
や
研
修
な
ど
は
、
規

模
の
縮
小
や
屋
外
で
の
実
施

を
徹
底
す
る
な
ど
感
染
防
止

対
策
を
講
じ
た
上
で
、
時
勢

を
捉
え
た
技
術
の
習
得
に
も

努
め
て
い
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
や

ま
ん
延
防
止
等
の
措

置
に
よ
り
、
消
防
団
も
日

常
の
訓
練
や
活
動
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
消
防

団
活
動
の
現
状
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

問

町
長　
１
回
目
の
緊
急
事
態

宣
言
発
出
直
後
に
、
児
童
扶

養
手
当
支
給
対
象
世
帯
に
対

し
て
、
１
世
帯
当
た
り
２
万

円
を
支
給
し
た
ほ
か
、
本
年

度
は
愛
川
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品

と
交
換
で
き
る
応
援
券
の
配

付
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
ひ
と
り
親
世
帯
の
生
活
状

況
の
把
握
に
努
め
、
支
援
が

必
要
な
時
に
は
、
適
切
な
対

応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
、
ひ
と
り

親
世
帯
に
係
る
本
町
独
自

の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

問本
町
独
自
の
支
援
策

引
換
券
や
応
援
券
配
付

玉利　優 議員

町職員の退職
現状と課題

水防訓練の様子

第171号
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議会だよりあいかわ　第 170号掲載
「アンケート」集計結果

　令和３年８月１５日発行の議会だよりの紙面を利用して実施したアンケートには、６５名の方
から回答をいただきました。主な結果は次のとおりです。

10代から90代まで、幅広い年齢層の方から回答を
いただきました。60代から80代の方が多く、全体
の約70％を占めています。

この質問に対しては「インターネット環境がない」「その用語
の意味もわからない」といったご意見もありました。
また、議会傍聴については「傍聴できることを知らなかった」
という方をはじめ、傍聴したことがない方が63％を占めました。
コロナ禍で、傍聴者数を制限する場合もありますが、開かれた
議会を目指し、情報発信の方法を検討していきたいと思います。

議会に興味・関心のある方は60％以上で、このうち95
％の方が「議会だより」から議会の情報を得ているとの
ことでした。一方で「興味がない」と回答された方から
も、「議員数が多い」といったご意見や「もっと住民の
声を聴いてほしい」などのご要望をいただきました。

「中学校美術部の表紙がとてもよかった」「赤ちゃんやこ
どもの笑顔」「高齢者の元気な活動の様子」「コロナ禍で
暗い世の中なので、明るく笑顔になるもの」「もっと議
会にふさわしく落ち着いたもの」など、さまざまなご意
見をいただきました。
皆さまに親しんでもらえるよう、より一層工夫していきます。

議員に期待することTOP3
1位　町政運営のチェック機能
2位　町民からの意見や要望の聞き取り
3位　積極的な情報発信

今後、載せてほしいこと
・日常の議員活動のひとこま
・アンケート結果の公表　など

議会に興味・関心はありますか

回答者年齢分布

本会議の様子がインターネット配信
されていることを知っていますか

議会だよりはどんな表紙がいいですか

0

5

10

15

20

25

～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 無回答

1 1 1
3

5

11

23

11

1

8

ある
35%

大いにある
28%どちらとも

いえない
21%

ない
5%

まったくない
6%

無回答
5%

知っている
46%

無回答
5%

知らない
49%

町民の写真
19%

町の風景
36%学校紹介

15%

イラスト
16%

その他
14%

令和３年12月15日
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問１　令和３年第２回臨時会は、何月何日に開かれたでしょうか？
　　　①11月３日　　②11月４日　　③11月５日

問２　�議決一覧表の中で生活保護級地区分の見直しを求める意見書
の提出についての議案番号はどれでしょうか？

　　　①陳情第４号　　②町長提出第４号　　③議員提出第４号

問３　�「アンケート」集計結果で本会議の様子がインターネット配信
されていることを知っていると回答された方は何％でしょうか？

　　　①４６％　　　②５６％　　　③６６％ 

≪応募方法≫　�町内在住の方で、１人１通に限ります。クイズの答え・住所・氏名・年齢・電話番号、また議会だよ
りの感想（表紙や紙面の見やすさなど）を必ずご記入のうえ下記のいずれかの方法でご応募ください。

　　　　　　　☆正解と当選者は次号で発表します。
≪しめきり≫　１２月２８日（火）（郵送の場合は当日消印有効）
≪あ て 先≫　�●はがきの場合　　　〒２４３－０３９２　角田２５１－１　議会事務局
　　　　　　　●ファクスの場合　　０４６－２８６－５０２１
　　　　　　　●電子メールの場合　gikai＠town.aikawa.kanagawa.jp
　　　　　　　●オンラインの場合　右記のQRコードを活用して、応募ができます。

※第20回クイズの答えと当選者はP.５に記載してあります。

第21回 議会クイズ

クイズの答えはこの議会
だよりのどこかにあります。
正解者の中から抽選で３
名の方に商品券をお贈り
します♪たくさんのご応
募をお待ちしています！

Q.　議会だよりの横文字や専門的な言葉に説明をつけてもらえないか？
A.　�必要に応じて適宜、語句の注釈をつけているところではありますが、今後はさらに紙面の許す限り、
横文字（カタカナ）の用語などに注釈をつけるように心がけていきます。

Q.　コロナに関する情報を掲載してほしい
A.　�最新の情報につきましては県のホームページ、その他町の対策等については広報あいかわ等に掲載して

おりますので、そちらをご覧いただきますようお願いいたします。一日も早くコロナが収束することを
願い、議会といたしましても尽力していきますので、ご理解くださいますようお願いいたします。

議会モニター制度に関する質問に対しては、
「どちらともいえない」が半数以上を占め、
その理由は「アンケートだけならよい」「傍
聴だけならよい」など、内容によってはやっ
てもいいという回答が多く見受けられました。
この結果を参考に、今後、モニター制度の実
施の方向性を協議していきます。

紙面の都合ですべてをご紹介できませんでしたが、このほかにも励ましのお言葉、
厳しいお言葉、たくさんのご意見・ご要望などをいただきました。すべてをしっか
りと受け止め、今後の議会だよりや議会運営に可能な限り反映させていきます。

なお、アンケートの集計結果は、ホームページにも掲載しています。

ご協力ありがとうございました。

ご要望が多かった件についてお答えします

議会モニターをやってみたいと思いますか

どちらとも
いえない
54%

やりたくない
26%

無回答
8%

やってみたい
12%

第171号
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今
回
は
広
報
広
聴
常
任
委

員
会
の
委
員
が
中
心
と
な

り
、「
心
温
ま
る
」
写
真
を

持
ち
寄
っ
て
表
紙
を
作
り
ま

し
た
。
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
捉
え
方
が
あ

る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ

け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
号
は
、
現
委
員
が
作
る

最
後
の
議
会
だ
よ
り
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
２
年
間
は
、

中
学
校
の
美
術
部
の
作
品
を

掲
載
す
る
な
ど
、
親
し
み
や

す
い
表
紙
作
り
を
心
掛
け
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
皆

さ
ま
に
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

阿
部　

隆
之

副
委
員
長　
　

小
林　

敬
子

委　

 

員　
　

岸
上　

敦
子

委　

 

員　
　

茅　
　

孝
之

委　

 

員　
　

鈴
木　

信
一

委　

 

員　
　

佐
藤　

り
え

委　

 

員　
　

玉
利　
　

優 

委　

 

員　
　

熊
坂　

崇
徳

委　

 

員　
　

木
下
眞
樹
子

委　

 

員　
　

山
中　

正
樹

編
集
後
記

◎議会クイズは19ページに掲載しています。
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